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１．夢創塾の概要 

 新潟県との県境にそびえる朝日岳の麓、棚田跡に自然の恵みを教材とした自然体験学校「夢創

塾」があります。 
学舎は間伐材を使った合掌づくりの小屋、炭焼き小屋､ツリ－ハウス､水車など手作り施設が１

５棟あります。敷地内にはヤギ、アイガモが放し飼いされており、情操教育の一翼を担っている。

田畑では古代米や野菜を有機、無農薬栽培、山地は焼き畑農業の他、山菜薬草を栽培すると共に、

地形を活用した自然体験や田舎暮らしを通して、県内外の児童等に環境教育を実施している。 
 
２．主な体験プログラム 

冬期：厳冬の小川探検   ・・源流から河口まで自然観察を行い水と生活の関係を学ぶ。 
  ：雪の足跡ウオッチング・・雪遊びの他足跡探索で雪と森と動物の関係を学ぶ。 
春期：山菜採集      ・・採集から料理、保存方法の体験。食文化体験伝承。 
  ：炭焼き体験     ・・間伐、炭焼き,炭の利活用、炭のア－ト,塩づくりで循環を学ぶ 
夏期：自然体験      ・・山登り､木のぼり、アセレチック等で自己管理、五感の醸成。 

：田舎暮らし体験   ・・野菜採集、薪割、自炊、生業の技の体験等で生きる知恵体得。 
秋期：和紙づくり     ・・楮の調整から始め卒業証書台紙を作ってそのプロセスを学ぶ。 
  ：収穫体験      ・・古代米、野菜収穫、きのこ、栃の実採集で郷土食づくり。 
通年：森の発電所     ・・木炭電池、水車、熱、太陽、風力発電づくりで夢づくり。 
    ：指導者研修     ・・炭焼き、和紙づくり等を物語にして環境教育の実践。 
    
３．体験模様＆感想記 

幼稚園児  ・・森の幼稚園を開校。野草摘み、動物との触れ合いで感動、情操教育。 
小、中学校 ・・「風の道・森づくり」を実践。間伐材利活用で夢づくりと環境教育。 
           ・・県外修学旅行。自然体験で自分の発見、自然保護,環境保全を認識。 
大学生等  ・・焼き畑農業、薪割、草刈りなど田舎暮らしの原点探求。知識の蓄積。 
村づくり団体・・各種プログラムの内容把握や運営方法、指導者づくりの実際を体験。 
老人会など ・・紙漉、炭ア－ト,竹筆づくり、ブランコを楽しみサロン広場に変身。 
研修会   ・・体験を通して循環の思想と、物づくりプロセスの大切さを研修。 
            ・・当地産の炭、紙、塩水を活用しての木炭電池作り。好評。 
大地山登山者・・自然探索しながら炭の粉を森に散布。自然に生かされ感謝の気持。 



４．年間利用者 
概ね２５００人で内小中学生は８００人。 

 趣味と自分磨きのため、小中学生の体験料は無料だが、感想文の提出をお願いしている。この

感想文を分析して次年度のプログラムを開発している。尚、食事代は材料費を徴収。 
斬新な環境教育の取り組みのため、新聞、テレビ、雑誌などメデアによる情報発信で県外から

の利用者が拡大している。 
 
５．特記事項 
（１）海外で炭窯作り 

平成１９年、インドネシアのバリ島キンブル村で炭窯作りを指導。特産の竹を炭にして、飾り

竹炭、脱湿材、建材として活用。若者の職場作りと、地域の活性化を展開している。 
（２）米国の環境思想伝達 

米国、西海岸沿いに延びるカスケ－ド山脈の聖なる山１６座を踏査して、自然保護,環境保全の

あり方を学び、夢創塾で伝達すると共に、関係者への啓蒙を図っている。交流を１８年間継続、

仲間の拡大が進行中。 
 
６．指導者は村のお年寄り 

（１）おじいちゃん達は貴重な資源 
かつて生活のために苦労し積み重ねてきたすばらしい生業の技、知恵を持ち合わせているお年

寄り５名が、児童等の先生役を引き受けて自然体験の実演や指導を行っている。生き甲斐を見つ

け元気が蘇った。周辺の石、木、ツル、土、草などの性質を利用して様々な本物の物づくり名人。 
（２）おばあちゃん達は郷土味の伝承者 

発酵茶のバタバタ茶づくりや、自然の恵みを素材にした本物の郷土料理づくりの名人達数名が

食事の指導をしている。会話を楽しみ活気がみなぎった。本物の味に、児童等は好き嫌いが無く

なったと感謝文多多あり。 
（３）ボランテア仲間が得意技を指導 
自然体験は山仲間が担当。農業、林業体験は地域の仲間達。生き甲斐づくり、自分自身の体験、

指導者修行などで適宜参加。 
 
７．人づくり考察 ～農援（農林業の作業支援）で自分磨き～ 

 農援隊派遣案・・農家などで宿泊しながら農林作業を手伝う農援隊（１班５～６人）を派遣し

て、農業体験と共に地域の課題、環境や循環社会の取り組みを体で学び、地域活性化への礎とな

る教育展開が必要である。その為には農援隊を受け入れる農家や、営農団体との情報交換を構築

する必要があるが、まずは先輩各位への派遣と共に、県市町村による当該主旨に関わる支援事業

のリストアップ及び派遣実施に向けた取り組みを望む。 
 
夢創塾塾長 長崎 喜一          

 


